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はじめに
　平成22年、文部科学省は「幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方に関する調
査研究協力者会議（報告）」１）で１・幼児期の教育と小学校教育の関係を「連続性・一貫性」
で捉える工夫、２・幼児期と児童期の教育活動をつながりで捉える工夫、３・幼小接続の
取り組みを進めるための方策を示した。
　この報告書には急激な変化に順応できない、いわゆる「小１プロブレム」への対応が主
要な背景として掲げられている。文部科学省が提唱する「接続期」とは、学びの基礎力の
育成期間である幼児期と児童期の教育双方が接続を意識する期間であるが、幼児期全体と
児童期全体を通じた、子どもの発達や学びの連続性を意識して捉えるべきであるとしてい
る。この「接続期」を円滑に行うには両者の違いや連続性・一貫性を含めた接続の構造と
在り方を「教育の目的・目標」「教育課程」「教育活動」の３段階で捉え、体系的・構造的
に理解することが必要であることが示された。しかし、文部科学省の行った調査では、幼
児教育と小学校教育の滑らかな接続に向けての取り組みは、ほとんどの自治体で、重要で
あると認識しながらも進んでいないことが明らかになっている。幼児教育と小学校教育の
接続が難しい背景として、教育の方法や環境が大きく異なることから、幼小の教育をつな
いでいくための指導の方法についての理解が不足しているためであると考えられる。幼児
教育においては、「遊びを通して」子どもたちが自ら気づき、考え、感性を育む「学びの
芽生え」を、小学校教育では「自覚的な学び」につなげていくことが重要である。
　幼児造形教育と小学校図画工作教育に携わる著者らは、幼小の教育課程を滑らかにつな
ぐ教科領域として「造形遊び」について取り上げ、幼児期と児童期の子どもたちを対象と
した、「木の素材による造形ワークショップ」の実践を行った。
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　本稿は、この実践を通し幼小接続期における、子どもの発達や学びの連続性を踏まえた、
造形教育のつながりを明らかにすることを目的としている。
１、幼児後期と児童前期の造形活動の特色
⑴子どもの造形表現の発達
　幼児期から児童期の連続した子どもの成長発達の視点から、子どもの造形表現の発達を
検討する必要がある。子どもの造形表現の発達は、多くの研究者によって、規則的で同じ
発達の筋道をたどることが明らかになっている。しかし、子どもの生活の中での体験や、
生活環境、もの事に対する興味や関心など、その発達には個人差が現れることも指摘され
ている。
　造形活動の指導や支援にあたっては、何歳の子どもだからこういう絵を描くと断定的に
考えるのではなく、年齢や現れる様式も流動的に考え、個々の子どもの発達に即し、一人
一人の造形表現や成長発達を見つめながら、指導や支援の方法を考えていかなければなら
ない。
　子どもの造形表現の発達は、一般的に心身の発達と深い関係がある。東山明はその関係
を次のように述べている。２）
①認知機能の発達―子どもは知っていることを絵にかくというが、子どものものに対する
認識の深さが、絵の内容の深まりやものをつくる活動の深まりに大き
な影響をあたえる。
②運動機能や手指の巧緻性の発達―ものをつくる活動をするとき、子どもの手指の巧緻性
や運動機能あるいは体力などを十分考慮に入れなければならない。
③感性や感情の発達―ものごとに対する感性や感情の豊かさが、造形表現の深まりや豊か
さに大きくかかわる。
　図１のように子どもの生活体験の充実は、造形の発達や諸機能の発達と大きな関わりを
持っている。また、諸機能の発達も造形表現の発達と関わり合いながら成長発達していく。
運動機能
認知機能
感性・感情
諸機能の発達
生活体験の充実
絵の表現の発達
図１　絵の表現の発達における諸機能との関連
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　幼稚園教育と小学校教育の接続期における造形表現を考える時、それぞれの年齢でその
特性を階層的に捉えるのではなく、その前後の関わりを重視し、言語の発達や認知機能、
運動機能など大きなタームの中で、幅のある造形活動を考えていかなければならない。こ
こでは、接続期における一人一人の発達に応じ、円滑な教育課程を編成するための視点か
ら造形表現の発達をまとめてみたい。
象徴期（２歳半～３歳半前後）
　２歳前後から遊びの中で繰り返される、なぐり描きの身体的運動が、線を走らせながら
何かイメージを描いて、次第に象徴的な意味を持つようになり、描いたものに名前を付け
ようとするようになる。
　運動的な興味や触覚的な関心から無自覚な「落書き」であったものが、しだいに描かれ
た対象に注意が向けられるようになる。
　描かれた対象は多分に記号的で象徴的な形態になるので、記号期又は象徴期とも呼ばれ
る。この時期の幼児は空想力が次第に働き、描かれた対象から、過去に見た物の影像が結
びつき、自分の描いたものに「意味付け」する。これは幼児に象徴的思考が芽生え、物の
形を連想する、表象機能が働きだしたことを意味する。
前図式期（３歳前後～４歳半前後）
　３歳頃から言語の発達とともに空想力が急速的に発達してくる。描ける対象があれば手
当たりしだいに描こうとする。しかし、描かれたものどうしの関係や物と物の相互関係な
どは曖昧でストーリー性もまだ明確ではない。東山明によると、この時期の子どもは、「線
をかくという動作を介しての（運動感覚的思考）から、絵画を介した（創造的思考）への
重要な変革が行われる。」と述べている。
　さらに、「子どもが絵をかくためには、単に手の調整ができれば可能になるのではない。
表現したいことをイメージに描けなければならないし、イメージを描くには、その背景に
認知機能の発達や子どもの世界観が広がっていなければならない。」３）と述べている。
　まだ実物に似るなどという段階ではないが、人物の表現も次第にはっきりしてくる。こ
れは、なぐり描きの段階から、図式的な段階へと移行する過渡期の時期であり、描かれた
絵には、まとまったテーマが無く、いろいろなものが無関係に羅列的に描かれることから、
カタログ期ともいわれている。
図式期（４歳前後～８歳半前後）
　自分の描きたいことや頭にイメージしたことを羅列的、断片的に描いていた幼児が次第
に、画面の上を空、下を地面と決めて画面の上には空色で空を描き、下には基底線を引き、
その上に木や花、人などを並列的に描くようになる。木や花や人には重なりはなく奥行も
ない。また、花といえばチューリップ、家といえば四角形の上に三角の屋根といったよう
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に記号的な形を組み合わせて描く。このようにものの形は概略的であるが、子どもの生活
体験によって得られた、子ども特有の個性的イメージに基づいた符号であるといえる。ま
た、この頃の絵には花や動物、木などにも目や口などの顔を描くことが多い。これはアニ
ミズム表現とも呼ばれ、生き物には命があり、自分と同じように心があるといった子ども
特有の主観的な描画の特徴といえよう。
　また、赤ちゃんを抱いた母親の絵の場合、母親のお腹にも小さな赤ちゃんが描かれてい
ることがある。レントゲン描法と呼ばれ、お腹の赤ちゃんが生まれ、今は母親に抱かれて
いる情景を時間的にさかのぼり描いているのである。
　このように図式期の描画には、子どもの主観的な解釈による独自なもので、見えるもの
ではなく、その子が知っていることを描くという特徴がある。また、図式期のその他表現
様式には、展開図式様式、多視点構図様式、主観的拡大誇張表現など、これらの様式が単
独または複合して表現される場合が多い。
前写実期（８歳前後～11歳前後）
　身体的な成長と精神的な成長が相まって、好奇心の強まりや活発な活動が現れる。また、
男女の違いや一人一人の個性の違いが目立ち始め、自己を強く主張し始める時期でもある。
対象の感動の強い部分が大きく描かれたり、こだわりのある部分を細部にわたり詳細に描
こうとしたりする。造形的な表現能力も高まり、集中力や正確さも増してくる。またその
反面、客観的な描画に対して苦手意識を持ち始めるのもこの時期である。
写実期（11歳前後～13歳前後）
　この期の特徴は観察力が増し、見たものをほぼそのように描けるようになる。遠近・陰
影・立体感などが表せ、計画的に製作できるようになる。この時期は、思春期に入り、自
意識と客観的事実の違いに悩むなど、さまざまな葛藤に自らの生き方を模索し始める時期
である。また、親子関係よりも友人関係に思いを向ける時期でもある。こうした時期に「表
現することの面白さ」に目覚めれば客観的外界の美だけでなく自らの心理的世界や思想的、
社会的な意識を持って美を生み出すことが可能になる。
　幼児から思春期における造形表現活動は、自発的、内発的なものであり、人間として生
きていく様々な概念形成や認知機能、運動機能、感性・感情の発達を促し、体験的に構築
していく。子どもたちが感じたことや、体験したことを絵に表現することは、言葉に表す
ことと同じように、その時の自分の思いや、感動、願いを伝える重要な表現手段である。
特に幼児期においては、言葉に表すことが未熟な時期であるが、自分の内にある思いや衝
動を、絵を通して表現し、自我を形成していく重要な活動であるといえる。
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⑵幼児期と児童期の造形活動の特徴
　前項で述べた造形表現の発達研究では、子どもの描画に現れた様々な様式の変化から発
達段階の区分や命名の仕方、歴年齢と対応し大まかな発達の筋道に関しては共通している。
　こうした研究では、主に完成された描画作品から分析的に描画の様式を区分しているが、
一方、描画に対する、動因や表現意図などの描画のプロセスに関する子どもの内的要因に
ついては、軽視されがちである。子どもの造形活動の形式上の変化を理解するだけでなく、
造形的な表現活動に対する動因や材料への興味・関心など造形活動を教育的観点から捉え
る必要がある。
　幼児期と児童期における描画の発達区分は、象徴期から図式期に渡っている。この頃の
子どもたちの造形活動のプロセスの動因や表現因子をみてみると、大人の造形活動のよう
に、一つの作品作り（表現意図の具体化）を目的に材料や用具の選択、最良な技法などを
考慮して造形活動を行うものではなく、一つの方向や目的に収斂し得ない様々な広がりと
変化がみられる。この時期の子どもの造形活動は、材料や用具・技法などに対する好奇心
や興味・関心が向けられ、見立てる・試す・操作するといった造形活動を繰り返し、その
結果から新たに発想したり、イメージを膨らませたりする。また、子どもの造形活動の動
機的要因として、材料はもっとも重要な要因である。幼稚園教育要領解説では「⑴生活の
なかで様々な音、色、形、手触り、動きなどに気づいたり、感じたりするなどして楽しむ。」
としている。さらに、「幼児は、生活の中で、例えば、身近な人の声や語り掛けるような
調子の短い歌、面白い形の遊具、あるいは心地よい手触りのものなど、様々なものに心を
留め、それに触れることの喜びや快感を全身で表す。幼児は、生活の中で様々なものから
刺激を受け、敏感に反応し、諸感覚を働かせてそのものを素朴に受け止め、気付いて楽し
んだり、その中にある面白さや不思議さなどを感じて楽しんだりする。そして、このよう
な体験を繰り返す中で、気付いたり感じたりする感覚が磨かれ、豊かな感性が養われてい
く。」４）と述べている。このように、子どもたちは材料に対する好奇心に支えられて、遊
びを通して様々な活動を繰り返していくのである。
　伊達正浩は、幼児の造形活動を次のように述べている。「幼児の本能的ともいえる外界
への働きかけは、掴む、握る、引っ張る、折る、曲げる、合わせる、並べる、集める、つ
題材（テーマ）・素材・用具・技法
興味・関心・意欲
造形活動
見立てる・試す・操作する　　結果としての作品
図２　幼児期と児童期における造形活動
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なぐ、割る、破る、ちぎる、壊す等々常に身体性を伴う。このことは、身体機能の発達と
対象へのかかわりを一層深め、そのかかわりはまた、身体機能の発達を促すこととなる。
幼児の好奇心からくる外界へのはたらきかけは、そのもののもつ物質の理解と概念形成の
みに終わるのではなく、形象化へのイメージを膨らませ、幼児自らの行為で対象に変化を
与え、イメージを具現化する有能性を伴うものである。これが幼児の造形遊びへ向かわせ
るのである。」５）と述べている。
　また、小学校学習指導要領解説図画工作の材料に関する記述として表現⑴の中で、「身
近な自然物や人工の材料は、この時期の児童が関心や意欲をもち、扱いやすい身近な材料
を示している。自然物として、土、粘土、砂、小石、木の葉、小枝、木の実、貝殻、雪や氷、
水など、学校や地域の実態に応じた様々な材料が考えられる。人工の材料としては、新聞
紙、段ボール、布、ビニル袋、包装紙、紙袋、縄やひも、空き箱などが考えられる。ク
レヨン、パス、共用の絵の具などは、用具でもあるが形や色をもつ材料の一つとして考え
ることができる。」６）、「児童は、小石の形や木の葉の色の面白さ、紙をやぶったときの手
ごたえ、手の動きから生まれた形や色などから様々なことを思い付き、直ちに活動を始め、
更に新しい発想をすることになる。」６）と示している。
　幼児期から児童期前期の子どもたちは材料に働きかけかけることによって、材料そのも
のに変化を与え、操作することに興味の比重を移して外界へ働きかけ、認識を深めてイメー
ジを形成していく。また、低学年図画工作科の教科領域「材料を基に造形遊びをする活動」
においては、「児童の遊びには、人が本来もつ生き生きした姿を見ることができる。遊び
において、児童は、自ら身の周りの世界に進んで働きかけ、いろいろと手がけながら、自
分の思いを具体化するために必要な能力を発揮している。そこには心と体を一つにして全
身的にかかわりながら、多様な試みを繰り返し、成長していく姿がある。このような遊び
がもつ教育的な意義と創造的な性格に着目し、その特性を生かした造形活動が、「材料を
基に造形遊びをする」内容である。」６）と示している。
　このように、幼児後期と児童前期においては、操作活動（自発活動）としての造形遊び
は子どもの遊び性の特性を生かし「遊ぶ」過程において、最初、ものに感覚的に触れて遊
ぶ活動から、やがて材料の質感や色を捉えたりしながら、材料に愛着を持ち、造形的な操
作を繰り返すようになり、「集める・並べる・つなぐ」など造形秩序を見つけていく。また、
いろいろな材料との出会いは、その材質感や特性を体全身で受け止め、偶然にできた形を、
何か知っているものに見立てて想像活動を始めていく。さらに、見立てによるイメージの
ふくらみが、造形活動への起点となっていく。そして、この感覚的イメージ作りは、基本
的な創造力や発想力の下地になっていくのである。
　ジャン・ピアジェは、思考の発達段階を大まかに「感覚運動期０歳～２歳頃」、「前操作
期２歳～７歳」、「具体的操作期７歳～12歳」、「形式的操作期12歳以降」と分類し、前操作
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期において、「見立て」の能力が形成されるとしている。ピアジェによると、「象徴あそび
（見立て遊び）はおそらく、子どもの遊びの絶頂点を示すものである。象徴遊びは、（中略）
子どもの生活で遊びというものが果たす大切な機能によく呼応している。」７）と述べてい
る。ピアジェのいう思考の発達の要点は「具体性・即物性から抽象性・論理性」へと思考
が高度化することにあるが、前操作期にみられる「見立て」や「ごっこ遊び」は、やがて、
内面世界にイメージを思い浮かべる表象機能を発達させ、具体物の支えなしに論理的思考
を身に付けていけることを示している。
２、幼小の造形教育の内容と方法
⑴幼児期の教育と児童期の教育の違い
　幼児期の教育は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要な役割を担っており、幼児期の
発達の特性を考慮し、幼児の自発的な活動を重視しなければならない。そのために必要な教
育課程・保育課程を確保し、教師が意図的・計画的な指導を「環境を通して」行っている。
　また、遊びを通して身体感覚を伴う多様な活動を経験することによって、豊かな感性を
養うとともに、生涯にわたる学習意欲や、学習態度の基礎となる好奇心や探究心を培い、
また小学校以降における教科の内容等について、実感を伴って深く理解できることにつな
がる「学びの芽生え」を育んでいる。
　その一方、児童期の教育は、義務教育のうち基礎的なものを施すものであり、「人間と
して調和のとれた育成を目指し、地域や学校の実態及び児童の心身の発達段階や特性を十
分考慮して」編成された教育課程のもと、計画的な指導を学習指導要領を通して行い、基
礎的・基本的な内容の確実な定着を図っている。
　さらに教科学習や道徳教育、特別活動などを通して、知・徳・体のバランスのとれた教
育を展開し、豊かな人間性とたくましい体を育むとともに、児童が自ら学び、自ら考える
力などの「生きる力」を育んでいる。
　幼稚園の各領域は、小学校における各教科としての性格とは異なり、「健康」、「人間関
係」、「環境」、「言葉」、「表現」の５領域で、ねらいや内容が幼児の遊びを通した総合的な
教育である。幼児期の教育と児童期の教育の違いを表にまとめると下記のようになる。
幼児教育の教育 児童期の教育
幼稚園教育要領・保育所保育指針 小学校学習指導要領
教育課程の基準 健康・人間関係・環境・言葉・表現 国語・社会・算数・理科・生活・音楽・
図画工作・家庭・体育・道徳・外国語活動・
総合的な学習の時間・特別活動
教育課程の構成原理 経験カリキュラム
（一人一人の生活や経験を重視）
教科カリキュラム
（学問の体系を重視）
方向目標
（その後の教育の方向付けを重視）
到達目標
（具体的な目標への到達を重視）
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　幼児期の教育と児童期の教育については、遊びを通した総合的な指導と教科中心という
教育方法の違いはあるものの、子どもの「発達」や「学び」は連続している。
　平成22年に文部科学省から出された「幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方
について（報告）」１）では、幼小連携について「子どもの発達や学びの連続性を保障するため、
幼児期の教育と児童期の教育が円滑に接続し、体系的な教育が組織的に行われること」が
重要であるとして、幼小間のカリキュラムの接続に踏み込んだ「新たな幼小連携」の必要
性が示されている。そこで、幼児期の教育と児童期の教育の円滑な接続を進めるため、こ
の「発達」や「学び」に着目した教育のつながりを明らかにし、学校教育の目標である「生
きる力」の育成のための教育課程・教育活動を考えていくことが必要であるとしている。
⑵幼小における「造形あそび」の内容
　平成20年小学校学習指導要領解説図画工作編では、幼稚園教育と小学校教育への関連を
図るため次のように述べている。
⑸生活科など他教科等や幼稚園教育との関連をはかることに関する事項
　この事項は、低学年の児童の表現の特性や傾向を考慮し、他教科等との関連を積極的に図るよう
にすること及び幼稚園教育の表現に関する内容などとの関連を図ることについて示している。幼児
期は体験活動が中心の時期であり、周りの人や物、自然などの環境に体ごとかかわり全身で感じる
など、活動と場、体験と感情が密接に結び付いている。小学校低学年の児童は同じような発達の特
性をもっており、体験を通して感じたことや考えたことなどを、常に自分なりに組み換えながら学
んでいる。このような発達の特性を生かし、生活科など他教科等との関連を積極的に図ったり、幼
稚園や保育所、認定こども園での表現に関する内容などを参考にして低学年の題材を検討したりす
る工夫が必要である。８）
　このように幼児期から児童期への円滑な接続を図るための内容となっているが、昭和52
年に初めて導入された「造形遊び」（当時は造形的な遊び）は、それまで「絵画」、「彫塑」、「デ
ザイン」、「工作」という４領域からなっていた表現の内容を一新し、児童の自然発生的な
造形活動を重視し、小学校就学前後の段差によって、児童の心身が不安定にならないよう
配慮された教科領域であり、現在の幼小連携の取り組みの原型となすものである。この活
教育の方法等 遊びを通した総合的な指導 教科等の目標・内容に沿って選択され
た教材による指導
学びの形態 学びの芽生え（無自覚な学び）
学ぶことを意識してないが、楽しい
こと好きなことに集中することを通
じて、様々なことを学んでいくこと。
自覚的な学び
学ぶことについての意識があり、与え
られた課題を自分の課題として受け止
め、計画的に学習を進めていくこと。
表１　幼児教育と児童期の教育の比較
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動は、幼稚園や保育所で行われた「造形あそび」を取り入れ、教育的な意義に着目して造
形あそびの活動を、より教育効果の向上を目的にしたものである。さらに平成元年の改訂
では中学年まで拡大され、平成10年の改訂では高学年まで拡大し、現在では小学校におけ
る全学年の内容として位置付けられている。
　一方、平成20年改訂版の幼稚園教育要領解説には「造形あそび」という言葉は使用され
てはいない。幼稚園教育要領解説の中の領域「表現」で、図画工作科の「材料を基にした
造形遊び」の領域と重なる部分を抜き出してみると次のようになっている。
⑴生活の中で様々な音、色、形、手触り、動きなどに気付いたり、感じたりするなどして楽しむ。
　幼児は、生活の中で、例えば、身近な人の声や語り掛けるような調子の短い歌、面白い形の遊具、
あるいは心地よい手触りのものなど、様々なものに心を留め、それに触れることの喜びや快感を
全身で表す。幼児は、生活の中で様々なものから刺激を受け、敏感に反応し、諸感覚を働かせて
そのものを素朴に受け止め、気付いて楽しんだり、その中にある面白さや不思議さなどを感じて
楽しんだりする。
⑷感じたこと、考えたことなどを音や動きなどで表現したり、自由にかいたり、つくったりなどする。
　幼児は、感じたり、考えたりしたことをそのまま率直に表現することが多い。また、幼児は、感
じたり、考えたりしたことを身振りや動作、顔の表情や声など自分の身体そのものの動きに託し
たり、音や色、形などを仲立ちにしたりするなどして、自分なりの方法で表現している。
　その表現は、言葉、身体による演技、造形などに分化した単独の方法でなされるというより、例えば、
絵を描きながらその内容に関連したイメージを言葉や動作で表現するなど、それらを取り混ぜた
未分化な方法でなされることが多い。
事項 ア イ ウ
低学年身近な自然物や人工の材料の
色や形などを基に思いついて
つくること
感覚や気持ちを生かしながら
楽しくつくること
並べたり、つないだり、積ん
だりするなど体全体を働かせ
てつくること
中学年身近な材料や場所などを基に
発想してつくること
新しい形をつくるとともに、
その形から発想したりみんな
で話し合ったりしながらつく
ること
前学年までの材料や用具につ
いての経験を生かし、組み合
わせたり、形を変えたりして
つくること
高学年
材料や場所の特徴を基に発想
し想像力を働かせてつくるこ
と
材料や場所などに進んでかか
わり合い、それらを基に構成
したり、周囲の様子を考えて
合わせたちしながらつくるこ
と
前学年までの材料や用具など
についての経験や技能を総合
的に生かしてつくること
表２　小学校学習指導要領解説図画工作編から
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⑸いろいろな素材に親しみ、工夫して遊ぶ。
　幼児は、思わぬものを遊びの中に取り込み、表現の素材とすることがある。また、例えば、木の
枝や空き箱をいろいろに見立てたり、組み合わせを楽しんだりして、自分なりの表現の素材とす
ることもある。このような自分なりの素材の使い方を見付ける体験が創造的な活動の源泉である。
このため、音を出したり、形を作ったり、身振りを考えたりして表現を楽しむ上で、利用できる
素材が豊かにある環境を準備することが大切である。幼児は、遊びの中で、例えば、紙の空き箱
をたたいて音を出したり、高く積み上げたり、それを倒したり、並べたり、付け合わしたり、押
しつぶして形を変えたりして様々に手を加えて楽しむ。ときには、それを頭にかぶり、何かの振
りをして面白がることもある。また、身近な空き箱を工夫して、ままごとに使う器にしたり、周
囲にきれいな包装紙を貼って大切な物をしまっておく容器に利用したりする。このようにして一
つの素材についていろいろな使い方をしたり、あるいは、一つの表現にこだわりながらいろいろ
な物を工夫して作ったりする中で、その特性を知り、やがては、それを生かした使い方に気付い
ていく。このような素材にかかわる多様な体験は、表現の幅を広げ、表現する意欲や想像力を育
てる上で重要である。９）
　現行幼稚園教育要領の「第１章総則」において、「幼児教育は、幼児期の特性を踏まえ、
環境を通して行うものであることを基本とする。」10）と示している。幼稚園教育要領解説
では環境を通して行う意義として、「一般に、幼児期は自分の生活を離れて知識や技能を
一方向的に教えられて身に付けていく時期ではなく、生活の中で自分の興味や欲求に基づ
いた直接的・具体的な体験を通して、人格形成の基礎となる豊かな心情、物事に自分から
かかわろうとする意欲や健全な生活を営むために必要な態度などが培われる時期であるこ
とが知られている。すなわち、この時期の教育においては、生活を通して幼児が周囲に存
在するあらゆる環境からの刺激を受け止め、自分から興味をもって環境にかかわることに
よって様々な活動を展開し、充実感や満足感を味わうという体験が重視されなければなら
ない。」11）と述べている。
　花篤實は、「表現」における造形あそびの関連で「幼児の生活は、そのままあそびである。
あそびは、また表現そのものになる。あそびの過程でアイデアやイメージが生まれ、表現
が工夫されるのである。結果としての作品の仕上がりを問題にせず、次々と変形するたび
にすぐ適応できる柔軟な造形性を身につけさせるのである。よく作品を作るためのあそび
という考え方が、幼児の造形指導にとられることがあって、例えば、亀をかくまえに亀と
あそぶといったことで、あそびを単に作品作りの手段とみる誤った考えがある。大切なの
は作品を作るために、表現のためにあそびがあるのでなく、あそびそのものが表現になり、
それが造形材料や用具と結びついて、結果的に作品にもなるといった考えである。」12）と
述べている。このように造形あそびの活動は自発的で、探索や試行錯誤が自由にできる遊
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びであり、その実践原理においては、小学校図画工作科の「造形遊び」と通底するもので
ある。
⑶幼小の「造形遊び」の連続性
　幼児教育においては、「あそび」を通して子どもたちが自ら気付き、考え、自己実現す
る中で多くのことを学び、その幼児期に「あそび」を通して育んできた「学びの芽生え」を、
小学校教育での「自覚的な学び」につなげていくことが重要である。「幼児の造形あそび」
と低学年の「造形遊び」を比較してみると、自発的な「遊び」の活動を通じ、素材の形の
面白さや色の美しさなどの特徴を感じ取り、体全体を使って素材に関わり、さらに造形的
操作によって見立てやイメージの形成につながっていくことは共通している。「幼児の造
形あそび」では、造形的操作を通じ素材に親しみ、「素材はどんな特性なのか」、「どのよ
うなことができるのか」といったことについて理解していく。そうした材料体験が、小学
校教育の「造形遊び」では「それらの素材や用具・用材の特性を生かした表現手段で表す。」
ことや、「それらの素材や表現方法を工夫して活用することができるようにすること。」、「自
分の表現意図やイメージを、最もうまく表現する方法を選ぶこと。」といった児童がより
主体的・自覚的な学びへとつなげるものである。
　幼稚園教育では、様々な遊びを通した活動のなかで「～味わうようになる」、「～楽しむ
ようになる」という方向目標によって進められる。それに対し、小学校教育は、教科の目
標達成に向け、教科の内容に沿って学習が進められる。「～分かる」、「～を考えている」、「～
を工夫している」という到達目標に沿って活動が進められる。下記の表は国立教育政策研
究所による小学校低学年の「評価基準の設定例」13）である。
造形遊びの評価基準に盛り込むべき事項
造形への関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能
身近な自然物や人工の材料の形 
や色などに関心をもち、思いの
ままに造形的な活動に取り組も
うとしている。
身近な自然物や人工の材料の形
や色などを基に、造形的な活動
を思い付いたり、考えたりして
いる。
手や体全体を働かせながら材料
や用具を使い、並べ方、つなぎ
方、積み方などを工夫している。
Ａ「表現 ⑴造形遊び」の評価規準の設定例
造形への関心・意欲・態度 発想や構想の能力 創造的な技能
土や砂などの感触を体全体で楽
しみながら、造形的な活動に取
り組もうとしている。
土をまるめたり、砂を掘ったり
しながら、造形的な活動を思い
付いている。
手や体全体の感覚を働かせて、
土をまるめたり、砂を掘ったり
する方法を工夫している。
木の葉や枝、小石などを並べる
ことを楽しもうとしている。
木の葉の色から楽しい活動を思
い付いたり、枝や小石を並べな
がら面白い形を考えたりしてい
る。
木の葉や枝、小石などの材料を
集めて、いろいろな並べ方を工
夫している。
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　文部科学省による「幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方について（報告）」
の中で、「学びの芽生え」とは、「学ぶということを特に意識しているわけではないが、（中
略）幼児期における遊びの中での学びがこれに当たる。」と述べている。小学校教育での「自
覚的な学び」とは、「学ぶということについての意識があり、集中する時間とそうでない
時間の区別がつき、与えられた課題を自分の課題として受け止め、計画的に学習を進める
ことであり、小学校における各教科等の授業を通した学習がこれに当たる。」と示している。
　造形遊びは、子どもの遊び性の原理に基づいて活動する。造形表現の過程において自発
的な遊びから、自発性の発生「やってみたい」⇒行動化「やってみよう」意識化⇒「もっ
とこうしよう」といった造形表現実現の過程をたどり、その過程において思考し・工夫し
発展していく。
　幼児教育から小学校教育における「造形遊び」の活動のつながりを図にすると下記のよ
うに考えられる。
　幼児期後期から児童期前期の子どもたちの造形は、体全身を使いものや素材と関わり、
イメージの形成とともに、試したり、工夫していく。こうした活動の過程から造形的リテ
ラシーを獲得していくのである。
幼小の共通の捉え方　人やものとのかかわり
健康
表現 人間関係
表現したいことを自ら見出す
試す・工夫する
造形的リテラシーの獲得
いかす
材料や用具の選択
言葉 環境
行動化 意識化
学びの芽生え 自覚的な学び
自発活動の遊び
空き箱や紙の形を基に見立てる
ことを楽しもうとしている。
空き箱を組み合わせたり、紙を
つないだりしながら、いろいろ
な形を思い付いている。
身近な材料や用具を用いて、空
き箱を組み合わせたり、紙をつ
ないだりする方法を工夫してい
る。
クレヨンやパスを使って、いろ
いろな材料をこすりだして形を
写すことを楽しもうとしている。
クレヨンやパスを使ってこすり
だした形や色を基に、自分の活
動を思い付いたり、考えたりし
ている。
同じ形を繰り返したり、好きな
色を使ったりするなど、いろい
ろ試しながら、写し方を工夫し
ている。
表３　国立教育政策研究所「評価規準の作成のための参考資料」から
図３
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　粘土の造形を例にみると、３・４歳児では粘土はその感触の楽しさから、粘土を最初は
ちぎったり、ひねったり、叩きつけたりなどもてあそびを繰り返す。しだいに偶然にでき
た形から何か見立てて動物や人といった具体的な形を作るようになる。５・６歳児では、
そこからさらに粘土をひも状に伸ばしたり、高く積み上げたり、板状に立てたり、粘土の
特性である可塑性（造形的リテラシー）を体で獲得してイメージを発展させていくのであ
る。素材や用具・技法に対する興味や関心は、直接造形活動を刺激し、その促進に役立つ
ことが極めて多い。
　図画工作科の授業においては、児童一人一人の表現の過程が主軸となって展開されてい
く。例えば、「造形遊びの活動」では、目の前にある材料や用具、環境に主体的、自発的
に働きかけ様々な材料体験や造形体験を繰り返す。また、材料や用具、環境の造形的可能
性を自由に試す場でもある。材料や環境に、「つくり、つくりかえ、つくる」といった試
行錯誤を繰り返しながら、連続する表現過程を行っていく。幼児の造形活動と、低学年の
図画工作の造形遊びの領域では、ほぼ共通した活動内容を有しているが、その違いはとい
えば、幼児教育では「環境を通した」幼児の「遊び」が土台となっており、図画工作にお
いては、目標である「造形的な創造活動の基礎的な能力の育成」からも明らかなように、「造
形」が土台となっている。
　幼児教育と小学校教育における、「造形遊びの活動」を「連続したつながり」で捉えると、
自発活動の「遊びの特性」から、表現材料の造形的操作を繰り返し、やがて、材料の特徴
などを体全身で受け止め、用具の選択や、活用の仕方などの造形的リテラシーを身に付け
ていくようになる。そして、自らの表現意図の形成やイメージの表出を発展させ、「造形
的な創造活動の基礎的な能力」を獲得していくのである。
　幼児期から児童期における、「造形遊びの活動」によって、育成される能力には、表現
力や発想力に加え、思考力・判断力・表現力（言語能力）等といった「確かな学力」につ
ながる学びの連続性があるということを十分認識するとともに、幼児教育と児童期の教育
の滑らかな接続を積極的に進めるには、両者の教育のつながりを確保する、教育活動の在
り方を検討していかなければならない。
３、木材を使った造形ワークショップの実践
⑴研究の目的
　幼小で行われている、材料の色や形から発想し、思いのままに体全身を使って活動する
「造形遊び」は、実践原理においては共通した内容になっている。幼稚園教育要領解説では、
「幼児は、生活の中で様々なものから刺激を受け、敏感に反応し、諸感覚を働かせてその
ものを素朴に受け止め、気付いて楽しんだり、その中にある面白さや不思議さなどを感じ
て楽しんだりする。」また、「幼児は、思わぬものを遊びの中に取り込み、表現の素材とす
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ることがある。また、例えば、木の枝や空き箱をいろいろに見立てたり、組み合わせを楽
しんだりして、自分なりの表現の素材とすることもある。このような自分なりの素材の使
い方を見付ける体験が創造的な活動の源泉である。」と述べている。９）
　そこで、幼児期の「造形あそび」では、造形操作を通じ素材に体ごと関わることによっ
て、素材の面白さや形の特徴・特性を理解するようになり、そうした材料体験が、児童期
の「造形遊び」では、それらの素材や用具・用材の特性を生かした表現手段で、自分の表
現意図やイメージを具体化していくことが考えられる。本研究では、幼小をつなぐ造形教
育の教科特性の視点から「造形遊び」を取り上げ、発達区分では、主に前図式期から図式
期にいたる子どもの造形表現の特徴を、「木の素材による造形ワークショップ」の実践を
通し、材料の操作の方法や、見立てによる造形表現を分析するとともに、子どもの発言か
ら、表現意図やイメージの形成過程を明らかにしたいと考えた。
⑵実践の方法と内容
　作新学院大学女子短期大学部は、平成23年度から栃木県立美術館で開催される、造形ワー
クショップ「創作工房［アートラウンジさくら塾］」の企画・運営に携わっている。こ
の、［アートラウンジさくら塾］は、年間約７回開催され、主な参加者は幼児と児童であ
る。幼児教育科の学生は、会場設営の準備や、参加した幼児と児童の造形活動を支援する
など、体験学習の機会となっている。開催日当日（日曜日）は、午前10時から午後４時ま
での間、開場しており、誰でも自由に参加できる。場所は、栃木県立美術館普及ラウンジ
Ａである。今回は、〈木のかけらを貼り合わせて立体をつくろう〉というテーマで参加者
を募った。参加した子どもの人数は38人で、支援スタッフは、学生６人、小学校教諭１人
であった。
　ａ環境設定
　室内の４か所に作業台を設置し、その上に材料（木片）を入れた籠、グルーガン、豆類
を置いた（図４）。
　準備した材料は、流木、小枝、太めの
枝を輪切りにしたもの、工業製品の端材、
幾何形体の木材、板材などであり、幼児・
児童が様々なものを想像しやすく、見立
て遊びに取り組む契機になると考えられ
る素材を用意した。また、豆類を細部表
現のために用意した。
　接着には、木片同士の接着を短時間で 図４
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容易に行うため、グルーガンを使用することとした。また、そうすることで木片を接着し
た状態から、さらにイメージを膨らませることが可能となると考えた。
　また、豆類など小さな材の接着には木工用ボンドを用意し、のこぎりは、素材を切断し
たいと要望があったときだけ、スタッフまたは保護者が使用できるようにした。
　ｂ導入・動機づけ
　参加者に活動内容の具体的なイメージを持たせるために、幼児教育科の学生による、参
考作品を数点提示することにした。様々な造形操作を例示するため、単純な幾何形体を接
着し、小枝で細部表現をしたカタツムリやイカのような明快なものと、流木の動きや質感
を生かしたリス、質感の異なる木材を貼り合わせて製作したカメを室内の一角に提示した。
　参加者には、いろいろな材料を貼り合わせて自由に好きなものを作るという活動の内容
と、接着の方法を伝え、「いろいろな材料をさわってみよう」、「どんな形？」、「どんなに
おい？」、「どんな色？」などの声掛けをした。
⑶結果と考察
　子どもの製作過程を観察すると、様々な形、色、質感の違う木片に興味を示す子どもが
多くみられた。また、合わせる、並べる、集める、つなぐ、等の活動はすでに積み木やブ
ロック遊び等で経験していることから、抵抗なく活動に取り掛かることができていた。２
歳児では積み木遊びの延長線上の造形活動ともいえるが、４歳児になると、ある程度自由
に木片を接着できることで、変形していく操作に興味を示した子どももみられた。
　図５　２歳女子
　この期の幼児の描画の特徴は、顔は丸、体
は四角あるいは三角といった記号的な形を人
物の体になぞらえて、お話をしながら描くこ
とが多い。作品からも、そうした特徴がうか
がえる。製作の過程でもお話をしながら、木
片の形から一つずつ足や体を見立てながら組
み立てていった。図５　２歳女子「パパ」
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　図６　４歳男子
　始め「鉄砲」を作る（目標・目的）から出
発し、作る過程において材料の形や、接着す
る技法・操作に関心を向け、活動しているう
ちに材料を導入していって、終わったあとに
意味付けするといった、図式期の特徴である、
作る過程の変容がみられた。
　図７　５歳男子「ロボット」
　はじめに「ロボット」を作る目的を持って製作を
始めた。丸い顔、四角い体という記号的な表現か
ら、ごっこ遊びをしながら作りたいもののイメージ
を広げ、それに合う材料を選択し造形を発展させて
いった。
　図８　６歳男子「海賊船」
　さまざまな材料に興味を示し、接着する操
作にも関心を持つ様子がみられた。集めた材
料で見立てる・試す・操作する活動を繰り返
すうちに材料・技法の特性を身につけていっ
た。徐々に作るもののイメージができていっ
た。それに伴う材料を目的に合わせ工夫する
ことができている。図８　６歳男子「海賊船」
図７　５歳男子「ロボット」
図６　４歳男子「鉄砲→ひこうき」
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　図９　６歳男子「くま」
　丸く穴の開いた材料の面白さに関心を持ち、
そこに合う形の材料を探しその行為を楽しん
だ。同時に、「くま」を作るという目的をは
じめから持っていたため、イメージの具体化
の試行錯誤の様子がみられた。
　図10－１　９歳女子「クローバー・ピタゴラスイッチ」
　図10－１は小学校３年生女子の作品で、作る過程を観察す
ると、材料の形から、「何が」見立てられるか考えて、材料
を探すうちに「クローバー」を思いつき作っていった。さら
に、その作品に、豆を入れて転がる様子から、次に作りた
いものを発想し、「ピタゴラスイッチ」を作っていった（図
10－２、３）。また、豆が早く転がるように角度をつけるな
ど、材料から発想したり、作ったものからさらに発想を広げ
るなど、造形遊びの特徴である、つくる→つくりかえ→つく
るといった過程をたどっていった。また小学校３年生になる
と、材料の形だけでなく、木の匂いや材料の硬さや柔らかさ
などの特徴に気付き、その特徴を利用して作れるようになる。
図９　６歳男子「くま」
図10−１　９歳女子
「クローバー・ピタゴラスイッチ」
図10−３
図10−２
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　図11　10歳女子
　小学校５年生女子は前写実期にあたる。作品からは、造形
的な表現力も高まり、技術・技法も身に付け、計画的に作業
を行えるようになっている。
　「クリスマスツリー」を作る目標・目的に向かい、自分の
イメージする形に近づくように材料を選択しながら技法等を
工夫し、細部にもこだわりを持って製作している。
　作品完成後、子どもたちに、イメージ形成の「発想のきっかけ」をアンケート調査した
ところ、６割が材料の形などから発想したものであった。約１割は、はじめから作るモチー
フを決めていた。作りながらイメージが変化した（９％）、周囲の子どもから影響を受け
て着想を得た（４％）と答えた子どももいた。
　用意された様々な材料の中から、子どもが自分の作品に使用するものを選ぶとき、数多
くの材料に触れることにより、大きさや形のみならず、色、触感や重さの違いに気付く子
どももいた。一つ一つの木片を手に取り、大きさや形の違いに気付いたり、あるいは多く
の木片の中から、同じ形の木片を２つ以上発見したときに、それを契機にして材料として
使おうと考える子どももみられた。また、木片と木片を合わせ、接着する操作を繰り返す
ことで、接着に適した接着面の状態を判断したり、バランスをとるために木片と木片の重
さの違いを配慮するなど、造形的な技術・技法を身につけていった。
　満足度調査では、「楽しかった」「難しかったけど、楽しかった」という回答が多く、年
齢を問わず満足度が得られた。「製作していて難しかったことは？」の問いには、「接着す
ること」という回答もしくは「ない」という回答が多数であった。また、高年齢になると、
２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 10歳
計
（作品数）
①材料から ０ １ ３ ２ ６ ４ ４ ４ ３ 27 60％
②はじめから決めていた ０ ０ １ ２ ０ ０ １ ０ １ ５ 11％
②作りながら変化 ０ ０ １ ０ ２ ０ ０ １ ０ ４ ９％
④周囲の子どもからの影響 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ １ ０ ２ ４％
⑤不明 １ １ ２ １ ０ ０ １ ０ １ ７ 16％
表４　「イメージ形成の発想のきっかけ」アンケート結果
図11　10歳女子
「クリスマスツリー」
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細部の表現などで表現・技術面で少し難しいことに挑戦し克服していった子どももみられ
た。
　今回の、木の素材による造形は、２歳児から10歳児までの各年齢、発達段階に合った造
形活動を促し、どの年齢でも楽しく積極的に取り組むことができ、遊びながら感覚を働か
すことのできる、それぞれに達成感を得られるものであったといえる。
おわりに
　子どもの描画表現の変化と心身の発達との関連は多くの研究者によってなされているが、
立体造形に関する、子どもの発達と造形表現との関連は、これまであまり研究なされてこ
なかった。
　一般に立体造形等のつくる活動は、描く活動より遅れて育つものとされてきた。その理
由としては、材料の質、形態や量といった物質的条件の関係、また、用具の使用や手先の
機能とも結びついた活動としてみると、描く活動よりも抵抗が多いことが原因と考えられ
てきた。
　そこで、今回の実践研究では、造形活動の動機的要因として、子どもたちが興味・関心
を持ちやすく、いろいろな見立てを可能にする様々な形の木片を準備した。また用具・技
法に関しては、材料を接着していくという単純な操作に限定した。
　今回の実践研究では、こうした条件のもとで、子どもの立体造形表現の発達は、描画の
発達と、ほぼ同じ特徴が現れることが明らかとなった。また、幼児期から児童期の子ども
たちの活動の様子からは、遊びながら素材と関わり、見立てやイメージの形成とともに、
試行錯誤を繰り返し、造形的リテラシーを身に付けていく過程もみることができた。
　「造形遊び」の活動は、昭和52年の学習指導要領の改訂から小学校図画工作科の教科領
域として取り入れられているが、実際の小学校では、指導や評価の難しさから、授業での
扱いが十分なされていない状況がある。幼小間では、発達の違いに起因する教育課程や教
育活動の違いはあるものの、「造形遊び」の活動でいえば、子どもたちがさわってみたい、
遊んでみたいという欲求をもとにした活動は、子どもの自然発生的な意欲をかき立てて豊
かな感性を育むとともに、幼児期と児童期をつなぐ重要な表現活動であるといえる。
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